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佐野体験農園

　原則として化学肥料、農薬を使用しない有機農法を
学びます。安心、安全な野菜が収穫出来ます。日当た
り、景観が良く、雨水タンクも備えています。
ところ　佐野字片平山１６８０－１
開園時間　４月１日～１１月３０日…午前８時～午後６時、
１２月１日～３月３１日…午前８時３０分～午後４時
休園日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌
日）、１２月２９日～１月３日

貸付期間　４月１日～平成２９年３月３１日※契約更新は
４回まで可能
サポート内容
　Ａサポート…営農指導・堆肥肥料セット（年２回
分）・耕運（年２回分）・農具利用（トラクター・管
理機の利用は含まず）・ 残渣 排出

ざ ん さ

　Ｂサポート…農具利用（トラクター・管理機の利用
は含まず）・残渣排出※耕運は１回１,０００円で対応可能
　団体サポート…営農指導・堆肥肥料セット（年２回
分）・農具利用・残渣排出

※市外の人は２倍の貸付料がかかります。

山田川自然の里市民農園

ところ　川原ケ谷９４３－１ほか
区画面積　約５０愛
募集区画数　一般向け農園…１０区画
貸付期間 　４月１日～平成２９年３月３１日※契約更新は
４回まで可能

貸付料　１０,０００円（年額）
※申込者を対象に、場所決め抽選会を３月６日㈰午前
　１０時から大社町別館１階防災研修室で行います。

山田川自然の里営農ヘルパー農園

　本格的に農業を始めたい人や、手伝いができる人材
の養成をめざした農園です。専門家の指導のもと、有
機農法による農業技術を学びます。圃場が広いためし
っかり管理ができ、やる気のある人を募集します。
ところ　塚原新田４６１ほか
対象　本格的に農業を学びたい人
募集区画　１区画（１区画の面積…約５００㎡）
貸付期間　４月１日～平成２９年３月３１日※契約更新は
４回まで可能

貸付料　１０,０００円（年額）

申込み（３農園共通）　２月１８日㈭（必着）までに、
直接または郵送で、希望する農園の申込書を農政課
（〒４１１－８６６６北田町４－４７）へ。
問合せ　農政課（緯９８３－２６５２）

市民農園・営農ヘルパー農園の利用者を募集します

有機農法で野菜を育てよう

注意事項（３農園共通）
●各農園の利用上の注意事項を読んでください。
●申し込み前に必ず現地を確認してください。畑
の中への立ち入りは禁止です。現地見学は開園
時間内に、自由に出来ます。※山田川の農園は
いつでも可。

●借用区画位置の指定はできません。
●既存農園利用者の都合により募集区画数が増減
する場合があります。

●応募多数時は、市内在住の人を優先して抽選し
ます。結果は後日通知します。

●申込書、区画図、各農園の注意事項は農政課ま
たは市ホームページからダウンロードできます。

貸付料（年額）※募集数区画面積サポート

２４,０００円１０区画２５㎡
Aサポート

３１,２００円２区画４０㎡

１２,０００円３区画２５㎡
Ｂサポート

１５,６００円３区画４０㎡

１２０,０００円１区画５００㎡団体サポート

▲佐野体験農園の様子
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郷
土
資
料
館
で
は
一
月
三
日
日
か
ら

企
画
展
「
三
島
の
ま
つ
り
の
今
」
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
市

内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ド
ン
ド
焼

き
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ド
ン
ド
焼
き
と
は
小
正
月
（
一
月
十

五
日
前
後
）
に
行
わ
れ
る
火
ま
つ
り
で
、

地
域
で
集
め
た
竹
や
正
月
飾
り
、
書
初

め
な
ど
を
山
の
よ
う
に
積
み
あ
げ
て
燃

や
す
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
の
ま
つ
り

で
す
。
伊
豆
か
ら
関
東
・
甲
信
地
方
に

か
け
て
は 
道  
祖  
神 
と
呼
ば
れ
る
石
造
物

ど
う 
そ 
じ
ん

（
サ
イ
ノ
カ
ミ
と
も
よ
ぶ
）
と
関
連
し

た
ま
つ
り
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
炎
の
中

に
道
祖
神
を
投
げ
入
れ
る
地
区
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
そ
の
関
係
は
薄

く
な
る
か
、
ま
っ
た
く
意
識
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
火
で
米
粉
の

団
子
を
焼
く
こ
と
、
山
の
真
ん
中
に
オ

ン
ベ
と
呼
ば
れ
る
長
い
竹
を
立
て
る
こ

と
な
ど
が
主
な
共
通
点
で
す
。

　

以
前
は
一
月
十
四
日
ま
た
は
十
五
日

が
ま
つ
り
の
日
で
し
た
が
、
現
在
で
は

地
区
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、

ま
つ
り
の
主
体
や
内
容
に
も
地
区
に
よ

る
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

安
久
地
区
で
は
、　

子
ど
も
会
と
は

異
な
る
「
安
久
子
供
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

自
主
的
な
団
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

佐
野
地
区
の
特
徴
は
、
ド
ン
ド
焼
き

の
数
日
前
か
ら
地
区
内
の
各
所
に
あ
る

道
祖
神
が
正
月
飾
り
で
飾
ら
れ
、
前
日

ま
た
は
当
日
の
午
前
中
に
田
ん
ぼ
な
ど

に
積
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
今

で
も
道
祖
神
と
関
連
付
け
て
ド
ン
ド
焼

き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
野
見
晴
台
で
は
、　

単
に
子
ど
も

た
ち
の
ま
つ
り
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
の
炊
き
出
し
の
訓
練
に
も
な
る

餅
つ
き
や
、
シ
ャ
ギ
リ
の
演
奏
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

住
民
は
子
ど
も
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

参
加
す
る
た
め
非
常
に
大
規
模
な
行
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
竹
の
切
り
出
し
な
ど
の
準
備
段

階
か
ら
子
ど
も
が
中
心
で
し
た
。
と
な

り
の
地
区
の
山
を
壊
し
に
行
く
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
荒

っ
ぽ
い
で
き
ご
と
も
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
久
し
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
実
施
の
中
心
も
地
区

の
実
情
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
会
、
町
内

会
、
隣
組
、
自
主
的
な
団
体
な
ど
さ
ま

ざ
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問 郷土資料館（緯９７１－８２２８）

No.３３２

三島のまつりの今 

ー各地のドンド焼きー

　

青
木
は
中
郷
地
区
の
内
、
御
殿
川
中
流
域
の
西
側

に
位
置
し
ま
す
。
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
か
つ
て

大
樹
が
多
く
生
え
て
い
た
こ
と
か
ら
「
オ
オ
キ
」
と

呼
ば
れ
、
そ
れ
が 
訛 
っ
て
「
ア
オ
キ
」
に
な
っ
た
と

な
ま

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

青
木
の
地
名
は
室
町
時
代
成
立
の
古
文
書
に
確
認

で
き
る
の
が
最
初
で
す
。
こ
の
古
文
書
は
、
平
成
二

十
五
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
「
醍
醐
寺
文
書
」
の

一
つ
と
し
て
伝
来
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡

宮
寺
の
僧
侶 
弘
賢 
か
ら
、
京
都
・
醍
醐
寺
の
僧
侶 
満 

こ
う
け
ん 

ま
ん

 
済 
に
あ
て
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
熱
海
の
密
厳
院

さ
い

（
伊
豆
山
権
現
〈
伊
豆
山
神
社
〉
に
付
属
し
て
置
か
れ

た
寺
院
、
現
存
せ
ず
）
が
関
東
に
も
っ
て
い
た
領
地

を
書
き
あ
げ
た
も
の
で
す
。

　

文
書
中
、
豆
州
（
伊
豆
国
）
に
所
在
す
る
密
厳
院

領
と
し
て
「
青
木
村
」
の
名
が
見
え
、
そ
の
ほ
か
、

丹
那
郷
（
函
南

町
）・
田
代
郷

（
修
善
寺
町
）・

大
田
家
村
（
函

南
町
大
竹
）・
蛭

嶋
郷
（
韮
山
町
）

な
ど
の
名
も
確

認
で
き
ま
す
。  

三
島
の
村
名
④

　

青
木

　
（
中
郷
地
区
）

　

▲佐野見晴台の様子

▲応永５年（１３９８年）６月２５日付 
　「 伊豆密厳院領関東知行地注文 」　

いずみつごんいんりょうかんとうちぎょうちちゅうもん

　（総本山醍醐寺提供）

▲安久地区の様子▲佐野地区の様子




